
十
六
条
戒
の
二
重
構
造
と
そ
の
機
能
に
つ
い
て

晴

山

俊

英

駒

澤

大

学

今
回
扱
う
十
六
条
戒
と
は
、
現
在
曹
洞
宗
で
用
い
ら
れ
て
い
る
も
の
を
指
す
。
簡
潔
に
示
さ
れ
て
い
る
例
を
示
せ
ば

仏
祖
正
伝
菩
薩

戒
作
法

に

次
正
授
戒
。
先
三
帰
。

和
尚
合
掌
授
之
。
教
授

受
者
、
皆
合
掌
而
受
。

南
無
帰
依
仏
、
南
無
帰
依
法
、
南
無
帰
依
僧
。
帰
依
仏
無
上
尊
、
帰
依
法
離
塵
尊
、
帰
依
僧
和
合
尊
。
帰
依
仏
竟
、
帰
依
法
竟
、
帰

依
僧
竟
。

和
尚
示
曰
、
一
受
三
帰
戒
如
斯
。
従
今
已
後
、
如
来
至
尊
正
等
覚
是
汝
大
師
。
更
不
帰
依
邪
魔
外
道
等
。
此
是
千
仏
之
所
護
持
、
曩

祖
之
所
伝
来
也
。
我
今
授
汝
、
汝
善
護
持
。

次
三
聚
浄
戒
。
第
一
摂
律
儀
戒
。
千
仏
之
所
護
持
、
曩
祖
之
所
伝
来
。
我
今
授
汝
、
汝
従
今
身
至
仏
身
、
此
事
能
持
否

三
問
。

能
持

三
答

和
尚
問
授
、
受
者
答
受
。
第
二
摂
善
法
戒

詞
如
先
。

第
三
摂
衆
生
戒

詞
如
先
。

次
有
十
重
禁
戒
。

第
一
不
殺
生

詞
如
先
。

第
二
不

盗

詞
如
先
。

二
七
七

十
六
条
戒
の
二
重
構
造
と
そ
の
機
能
に
つ
い
て
（
晴
山
俊
英
）



第
三
不
貪
婬

詞
如
先
。

第
四
不
妄
語

詞
如
先
。

第
五
不

酒

詞
如
先
。

第
六
不
説
過
。

第
七
不
讃
毀
自
他
。

第
八
不
慳
法
財
。

第
九
不
瞋
恚
。

第
十
不
謗
三
宝
。

上
来
十
六
条
仏
戒
、
謂
三
帰
・
三
聚
浄
戒
・
十
重
禁
戒
。
此
十
六
条
戒
、
千
仏
之
所
護
持
、
曩
祖
之
所
伝
来
。
我
今
授
汝
。
汝
従
今

身
至
仏
身
、
是
十
六
条
事
、
能
持
否

三
問
。

能
持

三
答
。

是
事
如
是
持
。

（

道
元
禅
師
全
集

六
・
一
八
〇
〜
一
八
四
頁
、

は
割
注
）

と
あ
る
の
が
そ
れ
で
あ
る
。

一
見
し
て
判
る
よ
う
に
、
い
わ
ゆ
る
仏
法
僧
の
三
宝
へ
の
帰
依
を
表
明
す
る
三
帰
戒
、
菩
薩
の
心
構
え
を
総
体
的
に
誓
う
摂
律
儀
戒
・

摂
善
法
戒
・
摂
衆
生
戒
の
三
聚
浄
戒
、
そ
し
て
具
体
的
事
項
と
し
て

梵
網
経

に
見
え
る
十
重
禁
戒
を
組
み
合
わ
せ
た
形
で
十
六
条
と

な
っ
て
い
る
。
こ
の
組
み
合
わ
せ
自
体
は
例
え
ば
智

菩
薩
戒
義
疏

上
に

先
受
三
帰
。
云
、
我
某
甲
、
従
今
身
至
仏
身
、
於
其
中
間
、
帰
依
常
住
仏
、
帰
依
常
住
法
、
帰
依
常
住
僧
。

（
大
正
新
脩
大
蔵
経

四
〇
巻
・
五
六
八
頁

上
）（
以
降

大
正
蔵

四
〇
・
五
六
八

上

と
略
記

二
七
八

十
六
条
戒
の
二
重
構
造
と
そ
の
機
能
に
つ
い
て
（
晴
山
俊
英
）



と
あ
り
、
ま
た

一
切
諸
仏
菩
薩
僧
、
受
菩
薩
戒
、
律
儀
戒
、
摂
善
法
戒
、
摂
衆
生
戒
。

（
大
正
蔵

四
〇
・
五
六
八

中
）

と
あ
り
、
そ
し
て
下
巻
で
は
十
重
禁
戒
の
一
々
が
説
か
れ
て
い
る
（
大
正
蔵

四
〇
・
五
七
一

中
以
降
）
よ
う
に
、
古
く
か
ら
存
し
た
形
で

あ
る
。

た
だ
し

菩
薩
戒
義
疏

は

梵
網
経

の
注
釈
書
で
あ
る
か
ら
、
当
然
な
が
ら
梵
網
四
十
八
軽
戒
を
も
含
め
た
形
（
大
正
蔵

四
〇
・

五
七
四

下

以
降
）
で
あ
る
。
十
六
条
戒
と
な
る
と
四
十
八
軽
戒
を
割
愛
し
た
形
で
あ
る
点
が
異
な
る
が
、
道
元
禅
師
は
、
十
六
条
戒
授

戒
の
作
法
を
説
く

仏
祖
正
伝
菩
薩
戒
作
法

の
奥
書
に
お
い
て
、

右
大
宋
宝
慶
元
年
九
月
十
八
日
、
前
住
天
童
景
徳
寺
堂
頭
和
尚
、
授
道
元
式
如
是
。
祖
日
侍
者

時
焼
香
侍
者
。

宗
端
知
客
・

広
平
侍
者
等
、
周
旋
行
此
戒
儀
。
大
宋
宝
慶
中
伝
之
。

（

道
元
禅
師
全
集

六
・
一
八
八
頁
）

と
述
べ
、
十
六
条
の
形
式
が
如
浄
禅
師
か
ら
の
正
伝
で
あ
り
、
宋
代
の
中
国
に
既
に
こ
の
形
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
し

か
し
四
十
八
軽
戒
を
除
い
た
形
の
十
六
条
を
も
っ
て
是
と
す
る
戒
律
文
献
が
中
国
の
資
料
か
ら
な
か
な
か
発
見
さ
れ
ず
、
十
六
条
戒
の
源

流
に
つ
い
て
は
定
説
を
見
る
に
至
っ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
こ
の
件
に
関
し
て
は
、
筆
者
も
微
力
な
が
ら
聊
か
調
査
を
し
た
こ
と

が

１
あ
る
。

さ
て
、
次
に
タ
イ
ト
ル
に
掲
げ
た

二
重
構
造

と
は
ど
う
い
う
意
味
で
あ
る
か
を
説
明
し
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
筆
者
が
そ
の
こ
と

に
思
い
至
る
第
一
段
階
と
し
て
は
、
最
初
に
挙
げ
た
資
料
が
タ
イ
ト
ル
に

菩
薩
戒

と
掲
げ
る
に
も
関
わ
ら
ず

仏
戒

と
い
う
表
現

を
し
き
り
に
用
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
あ
る
。

正
法
眼
蔵

受
戒

に
お
い
て
も
、

正
法
眼
蔵
を
正
伝
す
る
祖
師
、
か
な
ら
ず
仏
戒
を
受
持
す
る
な
り
。
仏
戒
を
受
持
せ
ざ
る
仏
祖
、
あ
る
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。
あ
る
い

二
七
九

十
六
条
戒
の
二
重
構
造
と
そ
の
機
能
に
つ
い
て
（
晴
山
俊
英
）



は
如
来
に
し
た
が
ひ
た
て
ま
つ
り
て
こ
れ
を
受
持
し
、
あ
る
い
は
仏
弟
子
に
し
た
が
ひ
て
こ
れ
を
受
持
す
、
み
な
こ
れ
命
脈
稟
受
せ

る
と
こ
ろ
な
り
。

（

道
元
禅
師
全
集

二
・
二
九
五
頁
）

と
あ
り
な
が
ら
、

い
は
ゆ
る
、
応
受
菩
薩
戒
此
入
法
之
漸
也
、
こ
れ
、
す
な
は
ち
参
学
の
し
る
べ
き
と
こ
ろ
な
り
。
そ
の
応
受
菩
薩
戒
の
儀
、
ひ
さ
し

く
仏
祖
の
堂
奥
に
参
学
す
る
も
の
、
か
な
ら
ず
正
伝
す
、
疎
怠
の
と
も
が
ら
の
う
る
と
こ
ろ
に
あ
ら
ず
。

（

道
元
禅
師
全
集

二
・
二
九
六
頁
）

と
、

菩
薩
戒

の
語
が
見
え
る
こ
と
で
も
確
認
さ
れ
る
。
仏
戒
と
菩
薩
戒
を
同
義
語
と
し
て
扱
え
ば
、
一
応
の
納
得
は
で
き
た
も
の
の
、

こ
れ
を
言
い
直
す
必
然
性
が
あ
る
の
か
、
と
い
う
疑
問
も
同
時
に
残
る
の
で
あ
る
。

因
み
に

応
受
菩
薩
戒
此
入
法
之
漸
也

は
、

禅
苑
清
規

に
、

既
受
声
聞
戒
、
応
受
菩
薩
戒
。
此
入
法
之
漸
也

（

訳
注
禅
苑
清

規

、
曹
洞
宗
宗
務
庁
、
一
三
頁
）
と
あ
る
の
を
指
す
。
た
だ
し
中
国
や
南
都
の
僧
侶
の
在
り
方
、
す
な
わ
ち
声
聞
戒
と
菩
薩
戒
を
重
受
す

る
在
り
方
と
異
な
り
、
菩
薩
戒
の
み
で
事
足
り
る
単
受
の
立
場
を
取
る
道
元
禅
師
か
ら
す
る
と
、
中
国
成
立
の

禅
苑
清
規

の

既
受

声
聞
戒

は

既
に
声
聞
戒
を
受
く

と
読
む
限
り
、
如
何
に
も
都
合
が
悪
い
。
引
用
す
る
だ
け
引
用
し
て
無
視
し
た
と
も

え
ら
れ
る

が
、

正
法
眼
蔵

受
戒

の
最
後
に
は

比
丘
戒
を
う
け
ざ
る
祖
師
か
く
の
ご
と
く
あ
れ
ど
も
、
こ
の
仏
祖
正
伝
菩
薩
戒
う
け
ざ
る
祖
師
、
い
ま
だ
あ
ら
ず
、
必
ず
受
持
す
る

な
り
。

（

道
元
禅
師
全
集

二
・
二
九
九
頁
）

と
あ
る
か
ら
、

禅
苑
清
規

の
漢
文
は
道
元
禅
師
禅
師
の
視
点
か
ら
は

既
に
声
聞
戒
を
受
く
る
も
、
応
に
菩
薩
戒
を
受
く
べ
し
。
此

れ
入
法
の
漸
な
り

と
解
し
た
方
が
矛
盾
が
少
な
い
と
思
わ
れ
る
。
た
と
え
比
丘
戒
（
声
聞
戒
）
を
受
け
て
い
て
も
、
必
ず
菩
薩
戒
を
受

二
八
〇

十
六
条
戒
の
二
重
構
造
と
そ
の
機
能
に
つ
い
て
（
晴
山
俊
英
）



け
な
け
れ
ば
意
味
が
な
い
と
捉
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

話
が
逸
れ
た
が
、
仏
戒
と
菩
薩
戒
の
混
用
に
つ
い
て
は
、

梵
網
経

そ
の
も
の
に
も
見
え
る
。

仏
子
諦
聴
、
若
受
仏
戒
者
、
国
王
、
王
子
、
百
官
、
宰
相
、
比
丘
、
比
丘
尼
、
十
八
梵
天
、
六
欲
天
子
、
庶
民
、
黄
門
、
婬
男
、
婬

女
、
奴
婢
、
八
部
、
鬼
神
、
金
剛
神
、
畜
生
乃
至
変
化
人
、
但
解
法
師
語
、
尽
受
得
戒
、
皆
名
第
一
清
浄
者
。
仏
告
諸
仏
子
言
、
有

十
重
波
羅
提
木
叉
。
若
受
菩
薩
戒
、
不
誦
此
戒
者
、
非
菩
薩
、
非
仏
種
子
。

（
大
正
蔵

二
四
・
一
〇
〇
四

中
）

梵
網
経

で
は
こ
の
他
に
も
、

説
我
本

舎
那
仏
心
地
中
、
初
発
心
中
、
常
所
誦
一
戒
、
光
明
金
剛
宝
戒
、
是
一
切
仏
本
源
、
一
切
菩
薩
本
源
、
仏
性
種
子
。
一
切

衆
生
、
皆
有
仏
性
。
一
切
意
識
色
心
、
是
情
是
心
、
皆
入
仏
性
戒
中
。

（
大
正
蔵

二
四
・
一
〇
〇
三

下
）

と
あ
り
、
ま
た
、

是
時
百
万
億
大
衆
、
諸
菩
薩
、
十
八
梵
天
、
六
欲
天
子
、
十
六
大
国
王
、
合
掌
至
心
聴
、
仏
誦
一
切
仏
大
乗
戒
。
仏
告
諸
菩
薩
言
、

我
今
半
月
半
月
、
自
誦
諸
仏
法
戒
。
汝
等
、
一
切
発
心
菩
薩
亦
誦
。

（
大
正
蔵

二
四
・
一
〇
〇
四

上
、
傍
線
・
波
線
は
筆
者
記
入
）

と
も
あ
り
、

一
戒

光
明
金
剛
宝
戒

仏
性
戒

、
あ
る
い
は

大
乗
戒

諸
仏
法
戒

と
、
か
く
も
多
様
な
呼
称
で
梵
網
戒
を
表

現
し
て
い
る
。
こ
れ
は
こ
れ
で

梵
網
経

自
身
が
梵
網
戒
の
優
位
性
を
多
角
的
に
示
そ
う
と
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
筆
者
の
問
題

意
識
は
曹
洞
宗
の
宗
意
と
の
関
係
に
お
け
る

仏
戒

と

菩
薩
戒

に
あ
る
の
で
、
こ
れ
以
上
踏
み
込
ま
な
い
こ
と
と
す
る
。

そ
こ
で

仏
戒

と

菩
薩
戒

の
言
い
直
し
で
あ
る
が
、
道
元
禅
師
が
如
浄
禅
師
の
言
葉
を
記
録
し
た
と
さ
れ
る

宝
慶
記

に
は
、

堂
頭
和
尚
慈
誨
云
。
薬
山
之
高
沙
弥
、
不
受
比
丘
具
足
戒
、
也
非
不
受
仏
祖
正
伝
之
仏
戒
也
。
然
而
搭
僧
伽
梨
衣
、
持
鉢
多
羅
器
。

是
菩
薩
沙
弥
也
。
排
列
之
時
、
依
菩
薩
戒
之
臘
、
不
依
沙
弥
戒
之
臘
也
。
此
乃
正
伝
之
稟
受
也
。

有
求
法
之
志
操
、
吾
之
所

喜

二
八
一

十
六
条
戒
の
二
重
構
造
と
そ
の
機
能
に
つ
い
て
（
晴
山
俊
英
）



也
。
洞
宗
之
所
託
、

乃
是
也
。

（

道
元
禅
師
全
集

七
・
四
六
頁
）

と
あ
る
。
如
浄
禅
師
の
短
い
言
葉
の
中
に
も
仏
戒
と
菩
薩
戒
の
混
在
が
認
め
ら
れ
、
道
元
禅
師
の
用
法
の
源
流
と
も
受
け
止
め
ら
れ
る
が
、

こ
こ
で
も
同
義
語
と
し
て
扱
う
こ
と
は
可
能
で
は
あ
る
。
そ
れ
と
同
時
に
、
仏
戒
・
菩
薩
戒
が
具
足
戒
・
沙
弥
戒
と
は
別
立
て
の
も
の
で

あ
る
こ
と
、
仏
法
上
は
仏
戒
・
菩
薩
戒
が
優
先
さ
れ
る
べ
き
こ
と
が
窺
え
、
こ
の
こ
と
は
前
の

正
法
眼
蔵

受
戒

に
示
さ
れ
る

応
受
菩
薩
戒

の
解
釈
と
軌
を
一
つ
に
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

で
は
同
じ
戒
を
仏
が
遵
守
す
れ
ば
仏
戒
、
菩
薩
が
遵
守
す
れ
ば
菩
薩
戒
、
と
い
う
こ
と
で
良
い
で
は
な
い
か
と
も
思
わ
れ
る
が
、
そ
も

そ
も
曹
洞
宗
に
お
い
て
は
仏
と
菩
薩
の
区
別
が
難
し
い
側
面
を
有
し
て
い
る
。

正
法
眼
蔵

道
話

に
は
、

そ
れ
、
修
・
証
は
ひ
と
つ
に
あ
ら
ず
と
お
も
へ
る
、
す
な
は
ち
外
道
の
見
な
り
。
仏
法
に
は
、
修
証
こ
れ
一
等
な
り
。
い
ま
も
証
上

の
修
な
る
が
ゆ
え
に
、
初
心
の

道
す
な
わ
ち
本
証
の
全
体
な
り
。
か
る
が
ゆ
え
に
、
修
行
の
用
心
を
さ
づ
く
る
に
も
、
修
の
ほ
か

に
証
を
ま
つ
お
も
ひ
な
か
れ
、
と
を
し
ふ
。
直
指
の
本
証
な
る
が
ゆ
え
な
る
べ
し
。

（

道
元
禅
師
全
集

二
・
四
七
〇
頁
）

と
あ
る
。
い
わ
ゆ
る

修
証
一
等

を
述
べ
た
段
で
あ
る
が
、
証
り
を
修
行
の
到
達
点
と
捉
え
、
証
り
を
も
っ
て
仏
と
菩
薩
を
区
別
し
よ

う
と
す
る
と
矛
盾
を
生
じ
て
し
ま
う
こ
と
と
な
る
。
そ
れ
が
仏
法
上
の
目
線
で
あ
る
。
つ
ま
り
正
し
い
修
行
が
そ
の
ま
ま
証
り
を
示
す
事

に
な
る
か
ら
、
修
行
し
て
い
る
者
こ
そ
が
仏
で
あ
る
、
と
い
う
話
に
な
る
。
筆
者
な
り
に
砕
い
て
言
え
ば
、
人
は
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て

仏
の
機
能
を
有
し
て
い
る
、
そ
の
機
能
を
発
揮
す
る
行
為
が
修
行
、
言
い
換
え
れ
ば
仏
行
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
し
て
み
る
と
、
仏
と

い
う
何
者
か
が
存
在
す
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
例
え
ば
野
球
の
球
を
投
げ
れ
ば
誰
で
も
投
手
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
、
仏
道
修
行
に
身

を
投
ず
れ
ば
誰
で
も
仏
と
呼
ば
れ
る
存
在
に
な
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

た
だ
修
行
が
正
し
く
行
わ
れ
て
い
る
限
り
に
お
い
て
、
そ
の
人
は
仏
で
あ
る
が
、
実
際
問
題
と
し
て
一
日
二
十
四
時
間
三
百
六
十
五
日

二
八
二

十
六
条
戒
の
二
重
構
造
と
そ
の
機
能
に
つ
い
て
（
晴
山
俊
英
）



正
し
い
仏
行
を
実
践
す
る
こ
と
は
非
常
に
困
難
で
あ
る
。
従
っ
て
修
行
道
場
と
い
う
、
仏
行
を
行
ず
る
に
有
利
な
環
境
が
必
要
に
な
る
も

の
と
思
わ
れ
る
。

そ
う
い
う
視
点
で
見
る
と
、
仏
行
を
行
じ
切
れ
て
い
る
時
間
は
仏
、
そ
う
で
な
い
時
間
は
菩
薩
、
と
い
う
よ
う
な
曖
昧
な
区
別
に
な
ら

ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ

仏
戒

と

菩
薩
戒

と
を
混
在
さ
せ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
こ
の
段
階
で
は
ま
だ

そ
の
性
格
の
違
い
が
明
確
に
な
っ
て
い
な
い
。

こ
こ
で
、
別
の
角
度
か
ら
見
て
み
た
い
。
十
六
条
戒
の
解
釈
で
も
っ
と
も
悩
ま
さ
れ
る
の
は
、
お
そ
ら
く

仏
祖
正
伝
教
授
戒
文

に

示
さ
れ
る
宗
意
的
解
釈
で
あ
る
。
例
え
ば
不

盗
戒
に
関
し
て
は
、

第
二
不

盗

心
境
如
如
而
解
脱
門
開

（

道
元
禅
師
全
集

六
・

二
一
四
頁
）
と
説
明
さ
れ
て
い
る
が
、
不

盗
に
つ
い
て
の
解
説
と
し
て
は
き
わ
め
て
判
り
に
く
い
も
の
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
で
あ
ろ

う
。
そ
こ
で
道
元
禅
師
に
よ
る

梵
網
経

の
講
義
と
弟
子
経
豪
に
よ
る
補
説
が
述
べ
ら
れ
る

梵
網
経
略
抄

（
以
下

略
抄

と
表

記
）
を
見
る
と
、

心
境
如
如
ト
云
義
、
尤
符
合
シ
テ
可
心
得
者
也
。
心
ト
境
ト
二
ニ
置
テ
如
如
ト
云
ニ
ア
ラ
ス
。
三
界
唯
一
心
ノ
義
ニ
テ
可
心
得
。
不

触
事
而
知
也
。
或
義
ニ
ハ
今
ノ
我
等
カ
心
寂
静
ナ
ル
時
ヲ
如
如
ナ
ル
ト
云
。
不
可
然
。
寂
静
ニ
モ
ア
レ
、
ソ
ド
ウ
ニ
モ
ア
レ
、
ト
ル

ヘ
キ
心
ニ
ア
ラ
ス
。
心
ト
ハ
如
何
。
境
ト
ハ
如
何
。
地
獄
ノ
心
ハ
猛
火
ヲ
以
テ
境
ト
ス
、
我
等
カ
心
ニ
テ
見
ル
境
ハ
世
間
ノ
法
也
。

是
生
滅
也
。
エ
ム
ス
ル
所
無
常
ノ
法
也
。
其
時
更
無
如
如
義
。
就
仏
法
如
如
ノ
義
ヲ
立
ル
ニ
仏
心
衆
生
ノ
心
ナ
リ
ト
云
。
但
心
ハ
不

可
得
ト
云
ヘ
ハ
ト
テ
、
我
等
カ
不
心
得
所
ヲ
不
可
得
ト
云
ニ
ハ
ア
ラ
サ
ル
ヘ
シ
。
仏
法
ニ
財
宝
ト
ハ
何
ヲ
可
定
乎
。
人
間
ニ
如
思
ナ

ラ
ハ
非
今
談
。
盗
ト
云
事
モ
能
能
可
定
也
。

（

永
平
正
法
眼
蔵
蒐
書
大
成

一
四
・
四
九
六
頁
、
以
下

蒐
書
大
成

と
略
記
）

と
あ
る
。

心
境
如
如

と
い
う
義
は
、
仏
法
を
も
っ
と
も
意
識
し
て

え
ね
ば
な
ら
な
い
。

心

と

境

と
を
二
つ
に
分
け
て

如

二
八
三

十
六
条
戒
の
二
重
構
造
と
そ
の
機
能
に
つ
い
て
（
晴
山
俊
英
）



如

と
言
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
。

三
界
唯
一
心

の
意
味
で
あ
り
、

不
触
事
而
知

の
意
味
で
あ
る
。
我
々
凡
夫
の

心

で

え

る
寂
静
、
つ
ま
り
涅
槃
が

如
如

で
あ
る
と
い
う
の
は
、
間
違
い
で
あ
る
。
涅
槃
で
あ
っ
て
も
祖
道
で
あ
っ
て
も
、
そ
こ
に
取
り
出
せ

る

心

な
ど
な
い
。
そ
も
そ
も

心

と
は
何
ぞ
や
。

境

と
は
何
ぞ
や
。
地
獄
の

心

は
猛
火
を

境

と
す
る
し
、
我
々
凡

夫
の

心

で
見
る

境

は
世
間
法
で
あ
る
。
こ
れ
は
生
滅
変
化
す
る
も
の
で
あ
り
、
言
う
と
こ
ろ
の
無
常
の
法
で
あ
る
。
こ
の
時
に

は
如
如
の
義
な
ど
な
い
。
こ
こ
で
は
仏
法
に
つ
い
て
如
如
の
義
を
立
て
た
上
で
、
仏
心
・
衆
生
心
と
い
う
の
で
あ
る
。
た
だ
心
は
不
可
得

で
あ
る
と
い
う
か
ら
と
い
っ
て
、
単
純
に
我
々
が
理
解
で
き
な
い
所
を
不
可
得
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
仏
法
上
で
の
財
宝
は

ど
の
よ
う
に
規
定
す
べ
き
か
。
人
間
の
浅
薄
な

え
を
当
て
は
め
て
は
話
に
な
ら
な
い
。
ま
た
、
仏
法
上
に
お
け
る
盗
と
い
う
こ
と
も
ど

う
い
う
こ
と
か
、
よ
く
よ
く

え
て
み
る
べ
き
で
あ
る
、
と
い
う
よ
う
な
意
で
あ
ろ
う
。

三
界
唯
一
心

に
つ
い
て
道
元
禅
師
は

正
法
眼
蔵

三
界
唯
心

に
て
、

い
ま
如
来
道
の
三
界
唯
心
は
、
全
如
来
の
全
現
成
な
り
、
全
一
代
は
全
一
句
な
り
。
三
界
は
全
界
な
り
、
三
界
は
す
な
は
ち
心
と
い

ふ
に
あ
ら
ず
。

（

道
元
禅
師
全
集

一
・
四
四
三
頁
）

と

２
言
い
、
三
界
と
い
う
何
者
か
が
、
心
と
い
う
何
者
か
と
対
峙
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
三
界
も
唯
一
心
も
真
実
、
仏
法
そ
の
も
の
だ
と

言
っ
て
い
る
。
ま
た

不
触
事
而
知

に
つ
い
て
は

正
法
眼
蔵

坐
禅
箴

に
て
、

知
は
覚
知
に
あ
ら
ず
、
覚
知
は
小
量
な
り
。
了
知
の
知
に
あ
ら
ず
、
了
知
は
造
作
な
り
。
か
る
が
ゆ
え
に
知
は
不
触
事
な
り
、
不
触

事
は
知
な
り
。

（

道
元
禅
師
全
集

一
・
一
一
四
頁
）

と

３
あ
る
。
覚
知
と
い
う
の
は
何
か
対
象
に
触
れ
て
は
っ
き
り
知
る
こ
と
で
あ
り
、
了
知
と
い
う
の
も
や
は
り
何
か
し
ら
対
象
を
推
測
し
了

解
す
る
こ
と
を
い
う
よ
う
で
あ
る
。
つ
ま
り
も
し
仏
の
知
が
覚
知
や
了
知
だ
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
何
か
対
象
を
立
て
て
思
量
分
別
す

二
八
四

十
六
条
戒
の
二
重
構
造
と
そ
の
機
能
に
つ
い
て
（
晴
山
俊
英
）



る
動
作
を
指
す
こ
と
と
な
り
、
世
俗
の
域
を
出
な
い
こ
と
に
な
る
か
ら
矛
盾
を
来
す
。
で
あ
れ
ば
仏
の
知
は
覚
知
や
了
知
の
意
味
で
は
あ

り
得
な
い
。
従
っ
て

事
に
触
れ
な
い

と
は
、
対
象
を
立
て
ず
に
、
と
い
う
程
の
意
に
な
ろ
う
。
だ
と
す
る
と
逆
に
対
象
を
立
て
ぬ
知

こ
そ
が
仏
の
知
と
言
い
得
る
。

こ
う
し
て
み
る
と

三
界
唯
一
心

も

不
触
事
而
知

も
、
そ
れ
が
仏
の
目
線
で
語
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
示
す
言
葉
と
い
う
こ
と
が

で
き
、

心
境
如
如

、
ひ
い
て
は

不

盗

と
い
う
こ
と
も
そ
う
し
た
仏
の
目
線
で
捉
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
に
な

る
。
人
間
は
本
能
的
に
何
ら
か
の
区
別
・
認
識
を
通
し
て
対
象
を
特
定
し
て
理
解
を
構
築
し
な
い
と
安
心
で
き
な
い
性
質
を
持
っ
て
い
る

け
れ
ど
も
、
そ
う
い
っ
た
区
別
・
認
識
は
人
間
の
都
合
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
人
間
目
線
の
領
域
に
止
ま
っ
て
し
ま
う
。
そ
の
い
わ
ば
人
間

フ
ィ
ル
タ
ー
を
取
り
払
っ
た
と
こ
ろ
に
真
実
が
あ
る
、
仏
が
見
る
世
界
が
広
が
る
、
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

宗
意
が
絡
ん
だ
の
で
遠
回
り
に
な
っ
た
感
も
あ
る
が
、
戒
を
仏
の
目
線
で
捉
え
る
立
場
が
一
つ
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
気
が
付
く
。

略
抄

で
は
、
そ
れ
故
に
、

今
コ
ノ
仏
戒
ノ
詞
ヲ
談
セ
ハ
、
上
ニ
付
不
ノ
字
、
一
戒
光
明
金
剛
宝
戒
ノ
上
ニ
ハ
、
不

盗
モ

盗
モ
尽
界
ヲ
ツ
ク
サ
ス
ト
云
事
ナ

シ
。

（

蒐
書
大
成

一
四
・
五
〇
七
頁
）

と
も
言
う
。
戒
律
の
条
項
を
、
例
え
ば

殺
生
戒

と
呼
ん
で
も

不
殺
生
戒

と
呼
ん
で
も
そ
の
意
に
違
い
は
な
い
と

え
る
の
が
通

例
と
思
わ
れ
る
が
、
仏
戒
と
い
う
立
場
か
ら
は
こ
の

不

の
一
字
が
重
要
と
な
る
。
こ
の

不

の
一
字
に
よ
っ
て
人
間
目
線
を
超
越

し
て
全
て
の
真
実
が
含
意
さ
れ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
立
ち
返
っ
て

戒

と
い
う
語
義
を
確
認
す
る
な
ら
ば
、
周
知
の
よ
う
に

慎
み
・
戒
め
・
誓
い

と
い
っ
た
意
味
の
他
に

習
慣

と
い
う
意
味
も
出
て
く
る
。
そ
も
そ
も
仏
と
い
う
言
葉
に
完
全
性
・
完
璧
性
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
戒
め
が
必
要
な
存
在
と
い
う

二
八
五

十
六
条
戒
の
二
重
構
造
と
そ
の
機
能
に
つ
い
て
（
晴
山
俊
英
）



時
点
で
矛
盾
を
生
ず
る
と
思
わ
れ
る
。
つ
ま
り

仏
戒

と
い
う
言
葉
は

仏
の
習
慣

仏
と
は
こ
う
い
う
も
の
で
あ
る

と
い
う
よ

う
な
意
味
に
な
る
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
す
る
と
、
や
は
り
盗
み
癖
や
殺
生
癖
の
あ
る
仏
で
は
困
る
の
で
あ
り
、
そ
う
い
う
側
面
か
ら

み
て
も
、

仏
戒

と
言
う
時
に
は
、

不

の
字
は
必
要
不
可
欠
な
文
字
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

仏
の
完
全
性
か
ら
見
て

略
抄

は
ま
た
、

一
戒
現
前
ノ
時
節
ニ
十
戒
現
前
セ
ス
ト
云
事
ナ
ク
、
一
戒
受
持
ノ
功
徳
、
十
戒
ヨ
リ
モ
闕
減
シ
タ
リ
ト
云
事
ナ
キ
ナ
リ
。

（

蒐
書
大
成

一
四
・
五
〇
三
頁
）

と
も
述
べ
、
十
の
戒
の
条
目
は
、
一
戒
が
成
立
す
る
な
ら
ば
他
の
九
戒
も
す
べ
て
成
立
す
る
、
言
わ
ば
オ
ー
ル
・
オ
ア
・
ナ
ッ
シ
ン
グ
の

在
り
方
と
し
て
仏
戒
を
定
義
付
け
て
い
る
。
仏
戒
が
一
つ
成
立
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の
人
は
仏
で
あ
り
、
仏
で
あ
る
が
故
に
他
の
九

戒
も
成
立
す
る
理
屈
で
あ
る
。

し
て
み
る
と

仏
戒

と
言
う
場
合
の
戒
の
捉
え
方
は
、
人
間
の
通
常
感
覚
を
超
越
し
た
真
実
の
在
り
方
を
見
る

仏
の
習
慣

と
い

う
こ
と
に
な
ろ
う
。

教
授
戒
文

の
戒
解
釈
は
そ
う
い
う
立
場
を
示
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

し
か
し
必
ず
し
も

仏
戒

の
み
で
通
す
わ
け
で
は
な
い
こ
と
は
最
初
に
見
た
通
り
で
、

菩
薩
戒

と
い
う
時
に
は
、
あ
る
種
の
不

完
全
性
を
有
し
て
い
て
も
問
題
は
な
く
、
そ
の
場
合
は
人
間
の
通
常
の
目
線
で

戒

を

戒
め

と
い
う
意
で
捉
え
て
も
良
い
と
思
わ

れ
る
。

略
抄

も
、

菩
薩
ノ
行
ニ
ハ
、
十
戒
ノ
内
一
戒
ヲ
持
ス
レ
ハ
一
分
受
、
二
戒
ヲ
持
ス
レ
ハ
二
分
受
ト
ア
レ
ハ
、
タ
ト
ヒ
九
戒
ヲ
ヤ
フ
ル
ト
モ
、
一

ノ
菩
薩
ノ
名
ハ
ウ
ス
マ
シ
ク
聞
ユ
。
サ
レ
ハ
コ
ソ
声
聞
ノ
持
戒
ハ
菩
薩
ノ
破
戒
ニ
ハ
ヲ
ト
ル
事
ナ
レ
。

（

蒐
書
大
成

一
四
・
五
九
〇
頁
）

二
八
六

十
六
条
戒
の
二
重
構
造
と
そ
の
機
能
に
つ
い
て
（
晴
山
俊
英
）



と
、
前
に
見
た
仏
戒
の
オ
ー
ル
・
オ
ア
・
ナ
ッ
シ
ン
グ
の
立
場
と
は
別
に
、
菩
薩
戒
と
し
て
一
分
戒
、
二
分
戒
の
持
戒
が
あ
り
、
た
と
え

一
分
戒
で
も
菩
薩
戒
を
受
持
し
て
い
れ
ば
、

菩
薩

の
称
号
は
消
え
失
せ
な
い
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
だ
か
ら
こ
そ
持
戒
す
る

声
聞
よ
り
も
破
戒
の
菩
薩
の
方
が
優
れ
て
い
る
と
し
て
い
る
。
一
分
戒
に
つ
い
て
は

菩
薩

本
業
経

巻
下
に
、

有
受
一
分
戒
名
一
分
菩
薩
。
乃
至
二
分
三
分
四
分
。
十
分
名
具
足
受
戒
。

（
大
正
蔵

二
四
・
一
〇
二
一

中
）

と
あ
る
か
ら
、

略
抄

が

聞
ユ

と
言
う
の
は
、
経
典
に
そ
の
こ
と
が
見
え
る
と
い
う
意
で
あ
ろ
う
。
菩
薩
の
破
戒
に
つ
い
て
は
、

略
抄

は
ま
た
、

菩
薩
ハ
自
未
得
度
先
度
他
ト
立
テ
、
ワ
サ
ト
破
戒
ノ
事
モ
ア
ル
ヘ
シ
。
是
ハ
慈
悲
ヲ
体
ト
シ
テ
持
ツ
ト
キ
ニ
、
物
ノ
命
ヲ
コ
ロ
サ
シ

ト
思
フ
故
ニ
八
分
九
分
ヲ
破
ス
ト
モ
、
菩
薩
ノ
名
ハ
ア
ル
ヘ
シ
。

（

蒐
書
大
成

一
四
・
五
九
〇
頁
）

と
も
述
べ
て
お
り
、
他
者
救
済
を
胸
と
す
る
菩
薩
は
、
そ
の
慈
悲
心
が
ゆ
え
に
、
例
え
ば
殺
生
を
避
け
る
た
め
に
他
の
戒
を
破
る
事
が
あ

っ
た
と
し
て
も

菩
薩

の
地
位
は
保
た
れ
る
と
し
て
い
る
。

た
だ
そ
の
一
方
で
、

略
抄

内
に
お
い
て
も
、
菩
薩
戒
と
仏
戒
が
同
義
と
し
て
用
い
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
例
え
ば

今
ノ
仏
戒
菩
薩
戒
大
乗
戒
ト
信
ス
ル
時
ハ
、

テ
殺
生
ト
云
事
ノ
ナ
キ
所
ヲ
サ
セ
ハ
コ
ソ
、
皆
第
一
清
浄
ト
モ
真
是
諸
仏
子
ト
モ
イ

ハ
ル
レ
。

（

蒐
書
大
成

一
四
・
五
八
三
頁
）

と
あ
り
、
殺
生
そ
の
も
の
が
全
く
あ
り
得
な
い
仏
戒
の
立
場
を
菩
薩
戒
、
大
乗
戒
と
い
う
言
葉
に
も
並
列
で
適
用
さ
せ
て
い
る
。

皆
第

一
清
浄

に
つ
い
て
は
最
初
に
挙
げ
た

梵
網
経

の
波
線
部
に
見
え
、
仏
の
絶
対
的
な
清
浄
性
を
示
し
た
言
葉
で
あ
ろ
う
。

真
是
諸

仏
子

は
、
や
は
り

梵
網
経

に
あ
る
、

衆
生
受
仏
戒
、
即
入
諸
仏
位
。
位
同
大
覚
已
、
真
是
諸
仏
子
。

（
大
正
蔵

二
四
・
一
〇
〇
四

上
）

二
八
七

十
六
条
戒
の
二
重
構
造
と
そ
の
機
能
に
つ
い
て
（
晴
山
俊
英
）



と
い
う
言
葉
で
、
曹
洞
宗
で
は
受
戒
な
い
し
葬
儀
に
も
用
い
ら
れ
る
部
分
を
指
し
て
い
る
。
因
み
に
仏
の
完
全
性
を
意
識
し
て
仏
戒
を
解

し
た
上
で
、
仏
の
行
、
習
慣
を
実
践
す
る
者
を
仏
と
呼
ぶ
修
証
一
等
の
立
場
を
踏
ま
え
る
な
ら
ば
、
こ
の

梵
網
経

の
受
戒
即
成
仏
の

理
屈
は
矛
盾
な
く
受
け
止
め
ら
れ
る
。

か
く
し
て

略
抄

は

菩
薩
戒

に
三
重
の
意
を
認
め
、

菩
薩
戒
ニ
ハ
三
重
ノ
道
理
ア
ル
ヘ
シ
。
一
云
、
位
同
大
覚
位
、
真
是
諸
仏
子
ト
云
故
ニ
。
二
云
、
声
聞
ノ
持
戒
ハ
菩
薩
ノ
破
戒
ヨ
リ

モ
劣
也
、
声
聞
ハ
自
調
自
度
ト
立
、
菩
薩
ハ
先
度
他
ト
云
故
ニ
。
三
云
、
一
分
受
二
分
受
事
也
。
此
戒
ハ
一
ヲ
モ
受
ヌ
レ
ハ
永
不
失

也
。
重
テ
未
来
際
不
失
、
必
可
成
仏
也
。
仍
帯
菩
薩
名
、
異
声
聞
戒
也
。
此
分
ハ
一
分
モ
十
分
モ
百
分
モ
只
同
事
也
ト
可
心
得
。

（

蒐
書
大
成

一
四
・
五
九
〇
〜
五
九
一
頁
）

と
、
説
明
す
る
。
第
一
に
仏
戒
と
同
義
の
立
場
、
第
二
に
自
未
得
度
先
度
他
の
慈
悲
の
精
神
に
よ
る
破
戒
も
辞
さ
な
い
立
場
、
第
三
に
一

分
戒
、
二
分
戒
を
認
め
る
立
場
で
あ
る
。
第
一
は
仏
の
立
場
、
第
二
と
第
三
は
連
関
し
て
お
り
、
い
ず
れ
も
菩
薩
の
立
場
で
の
説
明
と
思

わ
れ
る
。

こ
う
し
て
見
て
く
る
と
、
十
六
条
戒
と
い
う
の
は
、
文
面
上
は
一
つ
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
意
味
解
釈
に
仏
戒
と
菩
薩
戒
の
双
方
の
意
味

が
込
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
判
る
。

略
抄

で
は
そ
の
性
格
の
違
い
に
つ
い
て
、

声
聞
等
ノ
戒
ハ
色
ニ
ヤ
ク
シ
、
菩
薩
ノ
戒
ハ
心
ニ
ヤ
ク
ス
。
イ
マ
色
心
ニ
ア
ラ
サ
ラ
ム
戒
、
仏
戒
ナ
ル
ヘ
シ
。

（

蒐
書
大
成

一
四
・
四
八
六
頁
）

と
ま
と
め
て
い
る
。
声
聞
戒
は
物
質
的
側
面
、
言
い
換
え
れ
ば
行
為
の
側
面
に
焦
点
を
当
て
て
お
り
、
菩
薩
戒
は
精
神
的
側
面
に
焦
点
を

当
て
て
い
る
が
、
物
質
・
精
神
の
両
面
を
超
越
し
た
戒
が
仏
戒
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
し
か
し
菩
薩
の
精
神
を
完
全
に
破
棄
し
て
い

二
八
八

十
六
条
戒
の
二
重
構
造
と
そ
の
機
能
に
つ
い
て
（
晴
山
俊
英
）



る
わ
け
で
は
な
い
。
善
悪
の
価
値
基
準
と
し
て
は
、
や
は
り
通
底
す
る
も
の
が
あ
り
、
そ
れ
で
仏
戒
と
菩
薩
戒
が
同
義
と
な
る
場
合
が
出

て
く
る
。
そ
の
こ
と
は
、

略
抄

で
は
、

善
悪
ハ
時
也
。
時
ハ
善
悪
ニ
非
ト
云
故
善
悪
定
タ
ル
事
ナ
シ
。
菩
薩
界
ノ
時
ハ
三
界
ヲ
悪
ト
ト
リ
、
地
獄
界
ノ
時
ハ
人
天
ヲ
取
善
、

三
乗
ノ
時
ハ
三
界
ヲ
悪
ト
立
。
如
此
ナ
レ
ハ
、
善
心
ト
云
ト
モ
大
乗
ノ
善
心
ヲ
可
取
、
人
間
界
ノ
善
心
ヲ
ハ
不
可
取
也
。
以
今
仏
戒
、

為
大
乗
善
心
也
。

（

蒐
書
大
成

一
四
・
五
二
九
頁
）

と
説
明
す
る
。
こ
こ
で

時

と
い
う
の
は
、
場
合
と
か
都
合
、
タ
イ
ミ
ン
グ
と
い
っ
た
概
念
に
な
ろ
う
。
善
悪
と
い
う
価
値
判
断
は
そ

の
人
そ
の
人
の
立
場
や
都
合
に
よ
っ
て
、
ケ
ー
ス
・
バ
イ
・
ケ
ー
ス
で
容
易
に
変
化
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
善
か
れ
と
思
っ
た
こ
と

が
相
手
に
は
悪
意
に
取
ら
れ
た
り
、
あ
る
い
は
か
つ
て
是
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
い
つ
の
間
に
か
不
是
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
多
い
。
ま

た
普
段
は
大
罪
と
さ
れ
る
殺
人
も
、
戦
時
中
に
は
な
ぜ
か
称
賛
さ
れ
て
き
た
歴
史
も
あ
る
。
し
か
し
仏
戒
が
世
俗
の
価
値
判
断
に
振
り
回

さ
れ
て
し
ま
っ
て
は
困
る
わ
け
で
、
そ
の
価
値
判
断
は

大
乗
の
善
心

で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
従
っ
て
大
乗
を
信
じ
実
践
す
る
者

を
菩
薩
と
呼
ぶ
な
ら
ば
、
そ
の
価
値
判
断
に
仏
と
の
共
通
性
が
出
て
く
る
こ
と
と
な
る
。
で
は
そ
の

善

と
は
何
か
と
な
れ
ば
、

略

抄

は
も
う
少
し
直
接
的
に
、

難
化
ノ
衆
生
ト
ナ
ツ
ク
罪
ノ
至
極
ハ
仏
果
ヲ
ヘ
タ
ツ
ル
ヲ
云
也
。
善
ト
云
ハ
成
仏
果
也
。

（

蒐
書
大
成

一
四
・
五
二
九
頁
）

と
言
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
究
極
的
善
は
成
仏
な
の
で
あ
る
。
も
う
少
し
広
く

え
る
な
ら
ば
、
自
他
を
成
仏
に
向
か
わ
せ
る
慈
悲
心
に
よ

る
行
為
を
善
と
言
い
、
成
仏
を
遠
ざ
け
る
よ
う
な
慈
悲
心
な
き
行
為
を
悪
と
呼
ぶ
、
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
か
。

し
て
み
る
と
、
十
六
条
戒
の
各
条
項
は
仏
の
習
慣
を
示
す
仏
戒
で
あ
る
と
同
時
に
、
菩
薩
戒
と
し
て
は
、
成
仏
へ
の
近
道
と
で
も
言
う

べ
き
善
悪
の
価
値
基
準
を
提
供
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
善
悪
は
、
本
来
人
間
の
都
合
で
決
め
ら
れ
て
い
る
性
質
の
も
の
で
あ
り
、
理
屈
の

二
八
九

十
六
条
戒
の
二
重
構
造
と
そ
の
機
能
に
つ
い
て
（
晴
山
俊
英
）



上
で
絶
対
的
善
や
絶
対
的
悪
を
説
く
こ
と
は
不
可
能
で
あ
ろ
う
。
自
分
に
と
っ
て
の
善
が
他
者
に
と
っ
て
の
悪
で
あ
る
可
能
性
も
高
い
か

ら
こ
そ
訴
訟
も
起
き
る
わ
け
で
あ
る
。
そ
う
い
う
状
況
に
あ
る
衆
生
を
憐
れ
ん
で
仏
陀
な
い
し
道
元
禅
師
が
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と
し
て
価

値
観
を
提
示
し
て
く
れ
た
も
の
が
菩
薩
戒
と
し
て
の
十
六
条
戒
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
た
だ
し
そ
れ
は
あ
く
ま
で

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
あ
る
以
上
、
慈
悲
心
に
よ
る
破
戒
の
可
能
性
も
許
容
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
。
道
元
禅
師
が
敢
え
て
四
十
八
軽
戒
を
割
愛

し
た
の
は
、
そ
の
最
大
公
約
数
的
価
値
観
の
体
系
を
十
重
禁
戒
に
見
た
か
ら
で
は
な
か
ろ
う
か
。

さ
て
、
こ
の
十
六
条
戒
に
つ
い
て
現
実
的
に

え
る
な
ら
ば
、
仏
戒
と
し
て
は
時
限
的
・
理
念
的
側
面
が
強
く
、
ま
た
一
般
の
人
に
は

理
解
さ
れ
に
く
い
で
あ
ろ
う
。
す
る
と
菩
薩
戒
と
し
て

え
る
こ
と
と
な
る
が
、
一
つ
注
意
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
は
、
こ
れ
を
声
聞

戒
の
如
く
に
物
質
的
側
面
、
行
為
の
有
無
と
し
て
の
み

え
る
な
ら
ば
、
実
は
ほ
ぼ
絶
望
的
に
実
行
不
可
能
な
条
項
も
多
い
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
例
え
ば
声
聞
戒
の
四
波
羅
夷
で
は

殺
人

と
あ
る
か
ら
、
こ
れ
は
人
殺
し
を
し
な
い
と
い
う
こ
と
で
実
現
可
能
で
あ
ろ
う
が
、

菩
薩
戒
の
十
重
禁
戒
で
は

不
殺
生
戒

で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
は
草
木
も
含
め
た
全
生
命
が
対
象
と
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
う
な
る
と
仏
戒

と
し
て
理
念
的
に
生
も
死
も
超
え
て
す
べ
て
を
活
か
す
な
ら
と
も
か
く
、
実
際
問
題
と
し
て
は
実
現
困
難
な
こ
と
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

菩
薩
戒
が
精
神
的
側
面
に
焦
点
を
当
て
て
い
る
と
言
う

略
抄

の
言
葉
が
沁
み
て
く
る
。

し
か
し
、
ど
ん
な
凡
夫
で
あ
ろ
う
と
も
、
そ
の
価
値
観
を
有
す
る
こ
と
は
可
能
な
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
可
能
な
限
り
〜
し
な
い
方
が

善
で
あ
る
、
と
い
う
価
値
観
を
持
つ
と
い
う
こ
と
は
、
や
は
り
何
も
基
準
が
な
い
の
と
は
違
う
の
で
は
な
い
か
。
変
な
喩
え
か
も
し
れ
な

い
が
、
パ
ト
カ
ー
を
見
た
ら
慌
て
て
速
度
を
落
と
す
ド
ラ
イ
バ
ー
と
、
パ
ト
カ
ー
を
見
て
も
堂
々
と
蛇
行
運
転
を
す
る
暴
走
ド
ラ
イ
バ
ー

と
で
は
、
や
は
り
悪
い
事
を
し
て
い
る
意
識
の
有
無
な
い
し
悪
意
の
有
無
が
決
定
的
に
異
な
る
の
で
は
な
い
か
。

近
年
の
傾
向
と
し
て
多
様
な
価
値
観
の
許
容
と
い
う
の
が
あ
る
が
、
ど
こ
か
で
徐
々
に
勘
違
い
が
起
こ
り
、
何
も
か
も
が
自
由
勝
手
で

二
九
〇

十
六
条
戒
の
二
重
構
造
と
そ
の
機
能
に
つ
い
て
（
晴
山
俊
英
）



良
い
と
い
う
風
潮
に
な
り
つ
つ
あ
る
気
も
し
な
い
で
も
な
い
。
善
悪
に
人
間
の
理
屈
を
立
て
る
の
で
は
な
く
、
こ
れ
は
善
、
こ
れ
は
悪
、

と
い
う
価
値
観
を
共
有
す
る
こ
と
が
必
要
な
の
で
は
な
い
か
と
思
う
時
、
十
六
条
戒
は
実
に
シ
ン
プ
ル
で
実
用
的
な
価
値
観
の
最
大
公
約

数
的
体
系
で
あ
る
と

え
る
次
第
で
あ
る
。

註１

拙
稿

十
六
条
戒
に
つ
い
て

（

宗
学
研
究

第
三
五
号
、
一
九
九
三
年
三
月
）
に
て
、
十
六
条
戒
の
源
流
に
つ
い
て
諸
説
を
一
通
り
ま

と
め
て
い
る
。

２

正
法
眼
蔵

三
界
唯
心

冒
頭
に
は

釈
迦
大
師
道
、
三
界
唯
一
心
、
心
外
無
別
法
、
心
・
仏
及
衆
生
、
是
三
無
差
別

と
あ
り
、
こ

の
句
は
八
十
巻

華
厳
経

巻
第
三
十
七
の

三
界
所
有
、
唯
是
一
心
。
如
来
於
此
、
分
別
演
説
十
二
有
支
。
皆
依
一
心

（
大
正
蔵

一

〇
・
一
九
四

上
）
と
、
六
十
巻

華
厳
経

巻
第
十
の

心
仏
及
衆
生
、
是
三
無
差
別

（
大
正
蔵

九
・
四
六
五

下
）
と
の
合

。
た
だ

し
既
に

光
定
問
宗
穎
決

（

続
蔵

一
〇
〇
・
四
二
三

左
下
）
に
華
厳
経
の
説
と
し
て
こ
の
句
が
見
え
る
か
ら
、
光
定
（
七
七
九
〜
八

五
八
）
の
時
代
に
は
日
本
天
台
宗
で
用
い
ら
れ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

３

不
触
事
而
知

に
つ
い
て
は
、

正
法
眼
蔵

坐
禅
箴

に
宏
智
の
言
葉
と
し
て

仏
仏
要
機
、
祖
祖
機
要
、
不
触
事
而
知
、
不
対
縁

而
照

（

道
元
禅
師
全
集

一
、
一
一
三
頁
）
と
引
か
れ
、
こ
の
言
葉
は

宏
智
録

巻
第
八
（
大
正
蔵

四
八
・
九
八

上
）
に
見
え
る
。

二
九
一

十
六
条
戒
の
二
重
構
造
と
そ
の
機
能
に
つ
い
て
（
晴
山
俊
英
）
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